
ISSN 2758-1357

数値予報開発センター年報
　

2024（令和6）年

令和 7年 3月
March 2025

気象庁 数値予報開発センター



はじめに

　数値予報開発センター年報は、前年の１月から 12月までの 1年間に数値予報開発センターで行われた開発等の
活動や成果を網羅的にまとめて年度末に報告するもので、数値予報開発センターが発足した令和 2年度より毎年刊
行している1。
令和 6年の数値予報開発センター年報では、業務概要や沿革等を紹介する「数値予報開発センターの概要」に続
き、数値予報の開発に関する話題を「数値予報システムの概要と今後の開発計画」「数値予報システムの開発成果」
「数値予報システムの開発進捗」の 3つの章で紹介する。それぞれ、全球、メソ、局地数値予報システム（数値予報
モデル及びデータ同化システム）及びそれらのアンサンブル予報システム、局地モデルの予測結果と観測結果を活
用して三十分ごとの大気場の解析を行う三十分大気解析、各数値予報システムの予測結果を利用して後処理を行う
ガイダンス、大気海洋結合モデルにより構成される季節アンサンブル予報システム、長期再解析を含む長期的に同
じシステムで全球の大気解析を継続的に実施する気候データ同化システム、波浪や高潮の予測を行う波浪・高潮モ
デル、海流や海氷、海水温等の監視・予測を行う海況監視予測システム、黄砂・紫外線・大気汚染に関する解析・
予測を行う物質循環システムなど、多様なシステムに関する開発計画や開発成果、開発進捗について報告する。続
いて、開発以外の関連活動として「成果発表」「連携・共同研究」「受賞・研究交流」「委員・専門家等」について報
告する。「連携・共同研究」では、研究者の協力を得て実施している「富岳」政策対応枠に関する話題についても
取り上げる。専門家・研究者各位におかれては、数値予報開発センターにおける活動について、本年報を通してご
理解いただくと共に、他機関と実施している共同研究等を参考に当センターとの連携について検討されることを期
待したい。
また、数値予報課では「数値予報解説資料集（以下、解説資料集）」を別途刊行している。解説資料集は「基礎
編」「応用編」「事例解析編」「資料編」で構成され、数値予報に関する基礎知識から応用知識までを体系的に理解
できるようにしている。解説資料集は気象庁のホームページに掲載されている2 ので、数値予報について体系的に
知りたい方は、まずは解説資料集からご覧になることをお勧めしたい。

計盛正博 数値予報モデル基盤技術開発室長

1 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/npdc/npdc annual report.html
2 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nwpkaisetu/nwpkaisetu.html
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